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看護学生の進路決定に影響する要因
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【目的】
　看護学生の進路決定に影響するのはどのような因子な
のかについて解明することである。

【方法】
　北海道内の１看護系大学の学生 1 ～ 4 学年計 258 名に
対し、2012 年 8 月～ 9 月に無記名自記式の質問紙を用い、
集合法により配付・回収した（回収率 96.9％、有効回答
率 96.1%）。質問紙は、回答者の属性（学年・出身地・世帯・
居住年数）、「進路決定の程度」、「就職先選択理由」、「職
業未決定尺度」、「進路成熟度尺度」から構成した。
　変数の分布は箱ひげ図で観察し、Kruskal-Wallis 検定
を試みた。割合の比較には帯グラフを観察し、カイ二乗
検定を用いた。変数間の関連については散布図を観察し、
Spearman の順位相関係数を算出した。「進路決定の程
度」を目的変数として、重回帰分析（変数減少法）を行っ
た。

【結果】
　属性では「学年」で有意な標準回帰係数 ( β ) を示し
た。そのほかの尺度では「職業未決定尺度」、「進路成熟
度尺度」で有意なβを示した。それらの下位尺度につい
て「職業未決定尺度」では下位尺度「猶予」「模索」で
有意な負のβ、「安直」「決定」で有意な正のβを示した
( 図１)。「進路成熟度尺度」では下位尺度「進路計画度」
で有意な正のβが見られた。「就職先選択理由」の下位
尺度では「雇用条件」「地理的要因」で有意な負のβ、「コ
ネクション」で有意な正のβが見られた。下位尺度「雇
用条件」では「夜勤が少ない」「収入が良い」が有意な
負のβを示した ( 図２)。

  
【考察】
１．職業未決定尺度の下位尺度の影響について
　「職業未決定尺度」の下位尺度「決定」「模索」では比
較的強い影響が見られたが、「決定」については正のβ、

「模索」については負のβを示した。このことから、就
職先に対する考えにその時点で自信を持っている、とい
う学生は進路決定の程度について絞り込みを行えている
と考える。
２．進路成熟度尺度の下位尺度の影響について
　「進路成熟度尺度」では下位尺度「進路計画度」のみ
で有意なβが見られた。このことから、進路実現に向け
て計画立てて努力している学生ほど、進路決定の程度が
高くなると考えられる。
３．就職先選択理由の下位尺度の影響について
　雇用条件 ( 業務時間や給与など )、地理的要因 ( 通勤の
利便性など ) の実利的な部分は進路決定の程度にあまり
影響していないと言える。これは、学年が上がり実習や
病院見学などで様々な職場環境を目にすることで、自分
の進路について考えが深まっていくためと考える。今回
対象として選択した看護学生は 4 年間の学習過程におけ
る体験から、看護職を専門職として認識し、就職先の絞
り込み・決定に進んでいると考える。
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